
見舞金・祝い金 金額 支部 月

長寿祝       水原   月

長寿祝       京 瀬   月

入院見舞       京 瀬  月

入院見舞       笹神  月

長寿祝       笹神  月

長寿祝       堀越  月

長寿祝       安田  月
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役
員
の
変
更
登
記
わ
す
れ
あ
り
ま
せ
ん
か

会
社
設
立
後
や
役
員
変
更
登
記
後
数
年
が
立
ち
、
取
締
役

等
任
期
満
了
で
、
登
記
忘
れ
を
し
て
い
る
株
式
会
社
は
い
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

４
月
に
１
０
年
前
に
株
式
会
社
を
設
立
し
、
金
融
機
関
か

ら
「
役
員
変
更
登
記
ま
だ
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
民
商
に
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。

早
速
、
定
款
や
登
記
の
本
を
み
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
で
株
式

会
社
の
変
更
登
記
申
請
書
を
作
成
し
法
務
局
に
提
出
し
に

い
っ
て
き
た
み
だ
い
で
す
。

登
記
忘
れ
を
す
る
と
過
料
制
裁
金
が
発
生
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

「
社
会
保
険
に
い
が
た
」
よ
り

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
の
少
な
い
学
生
の
方
で
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
が
先
送
り
（
猶
予
）
で
き
る
制
度
で
す
。

大
学
、
短
大
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
に
在
学
す
る
学
生
で
本
人
の
前
年
度
所
得
が
基

準
（
１
１
８
万
円+

扶
養
親
族
の
数×

３
８
万
円
）



メ
リ
ッ
ト
は
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
、
万
が
一
け
が
や
病
気
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
も
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。



手
続
き
は
、
学
生
納
付
特
例
申
請
書
に
、
学
生
証
の
写

し
等
を
添
付
し
市
役
所
・
役
場
に
申
請
し
ま
す
。

阿
賀
野
民
商
総
会
日
程
き
ま
る

４
月
に
理
事
会
を
開
催
し
、
阿
賀
野
民
商
総
会

の
日
程
を
決
め
ま
し
た
。
左
記
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。
参
加
確
認
の
案
内
を
後
日
郵
送
で
お
く
り

ま
す
。

日

時

７
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時
よ
り

場

所

は
せ
川
（
旧
安
田
町
）

事
務
所
留
守
に
つ
い
て

５
月
１
日
は
午
前
中
か
ら
新
潟
市
の
総
が
か
り
メ
ー
デ
ー

に
参
加
し
ま
す
の
で
事
務
所
を
留
守
に
し
ま
す
。

パソコン教室よりおしらせ

５月３日（木）のパソコン教室は憲法記念日（休

日のため）お休みとさせていただきます。

Ｈ
２
９
年
１
２
月
～
Ｈ
３
０
年
４
月
ま
で
共
済
会
給
付
状
況

新
潟
県
婦
協
総
会

新
商
連
婦
人
部
協
議
会

は
２
２
日
、
新
潟
市
内
で

第
３
７
回
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
（
阿
賀
野

か
ら
３
名
が
参
加
）

午
前
は
「
今
を
生
き
る

こ
ど
も
た
ち
と
お
母
さ
ん

に
伝
え
た
い
」
熊
丸
み
つ

子
先
生
（
幼
児
教
育
研
究

家
）
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

総
会
で
は
、
阿
賀
野
か
ら
参
加
し
た
婦
人
部
役
員
の
金
沢
さ

ん
が
討
論
で
、
「
所
得
税
法
５
６
条
廃
止
運
動
で
全
議
員
訪
問

を
行
っ
た
こ
と
」
を
報
告
し
ま
し
た
。

国
保
短
期
保
険
証
交
付
に
か
か
る
納
税
相
談
通
知

４
月
に
市
よ
り
「
国
民
健
康
保
険
短
期
証
交
付
に
か
か
る

国
保
税
の
「
納
付
相
談
」
に
つ
い
て
の
通
知
が
送
ら
れ
て
き

た
と
、
相
談
者
と
一
緒
に
市
へ
相
談
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

通
知
の
な
か
で
「
相
談
が
あ
る
ま
で
資
格
証
明
書
又
は
短

期
保
険
証
の
発
送
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
記
載

さ
れ
て
お
り
、
国
保
年
金
係
へ
「
こ
れ
で
は
市
は
資
格
証
明

書
を
発
行
し
な
い
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
か
、
こ
の
文
章
は

改
善
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。


